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十
一
月
二
四
日
、
天
王
寺
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
高
等
学
校
で
中
国
「
残
留
孤

児
」
大
阪
原
告
団
と
弁
護
団
、
支
援

団
体
の
人
達
が
、
訴
訟
が
終
結
し
新

た
な
支
援
策
開
始
か
ら
半
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
総
括
し
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

と
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

松
田
利
夫
大
阪
原
告
団
団
長
は

「
五
年
間
に
わ
た
る
裁
判
闘
争
の
な

か
で
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

み
ん
な
の
力
で
大
き
な
成
果
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
そ
し
て

多
く
の
弁
護
団
の
先
生
や
支
援
団
体

の
皆
様
に
感
謝
し

ま
す
。
今
後
も
団

員
の
団
結
を
維
持

し
て
行
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と

力
強
く
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
冒
頭
で
写

真
ス
ラ
イ
ド
「
五

年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
」
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
二
部
の
懇
親

会
で
は
団
員
の
手
作
り
餃
子
を
食

べ
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
が
和
や

か
に
懇
談
し
、
団
員
有
志
の
「
ヤ

ン
コ
踊
り
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
・
高
瀬
龍
二
事
務
局

長
が
連
帯
の
挨
拶
を
行
な
い
、
通

訳
は
府
連
中
国
語
講
師
の
白
山
諭

加
子
先
生
が
担
当
し
ま
し
た
。(

Ｔ
）

府連通信

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
大
阪
訴
訟

団
結
の
た
め
の
集
会
に
１
０
０
名
が
集
う

限
り
、
か
な
り

遅
れ
て
い
る
感

じ
、
肩
に
も
力

が
入
り
、
こ
ん

な
は
ず
で
は
な

か
っ
た
の
に
と
、

最
後
は
先
生
に
も
少
し
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
、
何
と
か
時
間
内
に
は
終
了
、

出
来
て
み
れ
ば
綺
麗
な
も
の
、
よ
く

よ
く
見
れ
ば
細
か
い
所
ア
ラ
も
見
え

る
、
し
か
し
自
己
満
足
、
何
か
製
作

す
る
っ
て
、
い
つ
の
事
で

し
た
か
な
あ
と
思
う
と
、

ま
た
次
回
、
機
会
が
あ
る

時
に
挑
戦
を
し
ま
す
。
今

度
は
も
つ
と
、
も
っ
と
多

く
の
人
の
参
加
を
。(

Ｈ)

（
十
一
月
二
一
日
開
催
）

今年も年末恒例の日中カレンダーを

毎年好評の、日中カレンダー

を販売しています。府連財政

強化と四川地震カンパ協力を

かねて。 日中カレンダーは

一本、１２００円です

連絡先：大阪府連06-6372-8131

十
一
月
二
二
～
二
四
日
、
静
岡
県

伊
豆
熱
川
で
の
本
部
指
導
員
講
習
会

に
近
畿
か
ら
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
ご
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
の
は
、

中
国
雲
南
省
出
身
、
北
京
体
育
大
学

武
術
学
部
卒
業
で
、
現
在
は
日
本
体

育
大
学
大
学
院
に
在
籍
さ
れ
て
い
る

劉
志
老
師
、
三
四
歳
の
イ
ケ
メ
ン
老

師
で
し
た
。

北
海
道
か
ら
長
崎
ま
で
総
勢
五
五

名
が
四
二
式
総
合
太
極
拳
を
習
い
ま

し
た
。
基
本
的
な
身
体
の
使
い
方
は

恒
岡
先
生
に
言
わ
れ
て
い
る
事
と
同

じ
で
、
違
和
感
が
な
く
楽
し
く
練
習

が
出
来
ま
し
た
。

説
明
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
解
り

や
す
く
、
低
さ
、
高
さ
は
自
分
が
出

来
る
状
態
で
や
れ
ば
良
い
、
力
を
入

れ
す
ぎ
な
い
と
か
、
皆
で
す
る
時
は

ス
ピ
ー
ド
を
合
わ
せ
る
な
ど
、
特
に

腰
、
股
関
節
の
緩
め
方
の
注
意
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
に
な
っ
て
見
せ
て

も
ら
っ
た
背
中
、
肩
甲
骨
の
動
き
も

よ
く
解
り
、
全
員
満
足
で
す
。

今
回
参
加
し
て
や
は
り
柔
軟
性

（
頭
、
身
体
共
）
の
必
要
も
感
じ
ま

し
た
の
で
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
準

備
体
操
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
劉
老
師
の
追
っ
か

け
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。(

O)

太
極
拳
研
修
会
伊
豆
熱
川
で
開
催

腰
と
股
関
節
の
緩
め
方
・
基
本
動
作
を
学
ぶ

０９年守口太極拳教室新春初けいこ
会 場：守口市民体育館・２階武道館

（京阪電車守口市駅下車すぐ、畳のため上靴不要））

参加費：1000円

１月１２日(祝)

午前１０～１６時

守口支部主催

詳細は大阪府連へ06-6372-8131

西
支
部
・
き
り
絵
教
室

「
牛
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

き
り
絵
の
イ
メ
ー
ジ
は
園
児
と
い

う
想
い
で
し
た
。
し
か
し
、
初
め
て

の
参
加
で
若
葉
マ
ー
ク
で
す
。
何
を

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
全
く

わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た

が
、
講
師
の
稲
田
先
生
の

手
短
な
わ
か
り
や
す
い
説

明
で
、
不
安
も
忘
れ
一
身

不
乱
に
紙
と
の
格
闘
、
し

か
し
周
り
の
会
話
を
聞
く
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中
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
都
市
部

に
と
ど
ま
ら
ず
、
炭
鉱
に
５
０
０
万

人
以
上
も
の
労
働
者
が
働
い
て
い
ま

す
。
炭
鉱
で
は
安
全
教
育
が
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
、
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
報
道

さ
れ
ず
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
山

西
省
や
河
北
省
の
炭
鉱
で
事
故
が
発

生
し
、
三
ヶ
月
も
過
ぎ
て
か
ら
発
覚

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
地
へ
取
材
に

行
っ
た
マ
ス
コ
ミ
が
、
事
故
の
口
止

め
料
を
も
ら
っ
て
い
た
事
が
分
か
っ

た
か
ら
で
す
。

中
国
週
刊
新
聞
の
一
部
報
道
に
よ

る
と
『
事
故
報
道
の
口
止
め
料
を
も

ら
う
為
に
長
い
行
列
を
作
っ
て
い
た
』

と
の
事
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
部
と

は
い
え
地
方
政
府
と
企
業
家
が
炭
鉱

閉
鎖
を
恐
れ
て
結
託
し
、
安
全
を
無

視
し
人
命
軽
視
を
続
け
中
央
政
府
へ

の
報
告
を
隠
蔽
し
て
い
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
発
の
金
輸
危
機
が
世
界

的
に
広
が
り
中
国
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
輸
出
を
中
心
に
苦
境
に
追

い
込
ま
れ
企
業
の
倒
産
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
と
り
分
け
弱
者
で
あ
る
出

稼
ぎ
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
労
働
条
件
の
悪
化
を
防

ぐ
監
視
体
制
が
急
が
れ
ま
す
。

ま
た
金
融
不
安
の
中
、
政
府
は
内

需
拡
大
の
た
め
の
四
兆
元
（
五
八
兆

円
）
の
緊
急
経
済
対
策
を
発
表
、
失

業
対
策
を
含
め
低
家
賃
住
宅
の
建
設

や
社
会
資
本
の
充
実
の
た
め
交
通
網

の
整
備
、
ガ
ス
、
水
道
を
は
じ
め
校

舎
建
設
医
療
の
充
実
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
、
低
所
得
者
向
け
の
補
助

拡
大
、
企
業
へ
の
融
資
な
ど
の
緊
急

政
策
を
発
表
。
五
月
に
起
き
た
大
地

震
の
四
川
省
を
中
心
と
し
た
復
興
事

業
を
加
速
す
る
た
め
前
倒
し
で
実
施

す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

労
働
災
害
多
発
と
報
道
機
関
と
の
癒
着

ア
メ
リ
カ
発
の
金
輸
危
機
と
中
国
政
府
の
対
応

い
る
問
題
や
、
太
極
拳
教
室
の
運
営

の
あ
り
方
、
中
国
映
画
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

年
末
の
財
政
・
事
業

活
動
で
は
一
万
五
百
本

の
「
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
普
及
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
財
政
強
化

の
た
め
完
売
を
め
ざ
す

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
組
織
活
動
で
は
、

「
奈
良
支
部
再
建
」
の

経
過
報
告
が
さ
れ
、
全

国
で
二
万
人
の
強
固
な

十
一
月
二
九
～
三
〇
日
、
東
京
に

て
本
部
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

新
し
く
結
成
し
た
沖
縄
支
部
二
名
を

含
め
六
〇
名
の
役
員
が

参
加
し
、
大
阪
府
連
か

ら
は
渡
辺
、
松
尾
、
高

瀬
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
情
勢
論
議

で
は
田
母
神
前
空
幕
長

「
論
文
」
に
み
ら
れ
る

歴
史
認
識
問
題
の
討
議

を
中
心
に
、
憲
法
九
条

を
守
る
活
動
の
報
告
や
、

中
国
の
「
食
の
問
題
」

に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
の
活
動
報
告
で
は
、
北

京
風
雷
京
劇
団
全
国
公
演
の
総
括
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
組
織
の
一
年

以
上
に
及
ぶ
奮
闘
で
全
国
十
三
公
演
、

一
万
四
千
人
が
来
場
し
大
き
な
成
功

を
お
さ
め
ま
し
た
。
ま
た
京
劇
の
取

り
組
み
の
な
か
で
多
く
の
団
体
や
市

民
と
の
輪
が
広
が
り
、
会
員
も
増
え

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

財
政
面
や
運
営
面
な
ど
で
多
く
の
課

題
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
中
国
帰
国
者
問
題
や
中
国
人

研
修
生
問
題
に
つ
い
て
も
熱
心
な
討

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
文
化
活
動
で
は
各
地
の

中
国
語
講
座
の
生
徒
数
が
減
少
し
て

本
部
第
一
回
理
事
会

京
劇
公
演
や
文
化
活
動
の
経
験
を
交
流

組
織
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
て
い
く
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
来
春
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
支

部
活
動
交
流
会
」
を
開
催
し
、
支
部

活
動
を
重
視
し
た
活
動
経
験
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
は
協
会
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年

を
記
念
す
る
事
業
計
画
の
検
討
を
す

す
め
る
こ
と
が
本
部
か
ら
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

府
連
常
任
理
事
会
開
く

十
二
月
三
日
、
府
連
に
て
第
六

回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
理
事
会
の
報
告
に
つ
づ
い
て
、

次
の
年
末
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
二
百

五
十
本
普
及
す
る
。

日
中
友
好
運
動
の
発
展
を

め
ざ
す
年
末
募
金
の
お
願
い

こ
こ
数
年
大
阪
府
連
の
財
政
状

況
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
ア
メ
リ
カ
発
の
経
済

不
況
が
吹
き
荒
れ
、
皆
様
の
暮
ら

し
も
大
変
な
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
活
動
資
金
強
化
の
た
め
募
金

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

会

長

渡
辺

武

理
事
長

片
山
英
徳

事
務
局
長

高
瀬
龍
二

②
「
年
末
募
金
」
目
標
五
十
万
円

を
集
め
る
。

③
二
月
十
五
日
の
「
日
中
春
の
つ

ど
い
」
を
成
功
さ
せ
る
。

④
七
百
名
の
強
固
な
府
連
組
織
を

構
築
し
て
い
く
。
支
部
の
再
建
と
強

化
に
つ
と
め
る
。

⑤
来
年
の
奈
良
支
部
再
建
へ
支
援

を
強
め
る
。

文
化
活
動
で
は
「
き
り
え
教
室
」

（
年
賀
状
・
干
支
色
紙
）
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
八
日
と
三
月
一
日

の
両
日
、
中
部
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
で
「
支
部
活
動
交
流
会
議
」
が
滋

賀
県
大
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
支
部
の
活
動
を
持
ち
寄
り
経
験

を
交
流
し
、
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日 時：2009年２月１５日（日）午後1時～3時

会 場：中華料理・楓林閣（ふうりんかく）

阿倍野アポロビル・９階06-6649-1055

参加費 ：４０００円（要予約）

福引もあります。誘い合ってご参加下さい

問い合わせ先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

日中春のつどいご案内府
連
事
務
所
は
年
末
年
始
の
休
暇

の
た
め
、
十
二
月
二
八
日
か
ら
一
月

四
日
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。


